
事後評価点検表 

事業名 都市計画道路 大阪生駒線整備事業 

担当部署 都市整備部 交通道路室 道路整備課 街路建設グループ(連絡先 06-6944-9280) 

事業箇所 東大阪市元町及び加納地内 

内容 

本路線の南側に位置する府道石切大阪線及び国道３０８号は、慢性的な渋滞を呈しており、

本路線を整備することにより、東西方向の交通渋滞の解消を図るものである。 

 

延長 0.9ｋｍ（都市計画道路加納玉串線～一般国道１７０号） 

幅員 32ｍ～49ｍ 

道路区分 第４種第２級 ４車線道路 

関連事業と 

その現状 

 

なし 

社会経済情勢 

の変化 

【整備路線の交通量】 

府道石切大阪線 交通量：9,831台/日 混雑度：0.43(H22センサス) 

 

【交通量の変化】 府道大阪生駒線  府道石切大阪線   国道３０８号 

最終評価時     15,153台/日    19,174台/日    48,087台/日(H11センサス) 

完 成 時     15,404台/日    15,042台/日    40,026台/日(H22センサス) 

【道路状況の変化】府道大阪生駒線  府道石切大阪線   国道３０８号 

最終評価時        1.64      1.45       1.47(H11センサス) 

完 成 時             1.19            1.23            1.15(H22センサス) 

事業実施による 

自然環境の変化 

 

周辺は、工業専用地域、準工業専用地域であることから自然環境への影響は微小と考えられ

る。 

最終評価時の意見具

申と府の対応 

【最終評価時の意見】 

・用地の進捗率が 69％にとどまっているが、これは、大型物件等に多額の補償費を要する 

ためであり、地権者は事業に対して理解があることなどから、今後、事業の推進に支障は 

ないと考えられる。 

・大阪生駒線の交通量は減少しているが、東西方向の交通量は総量として増えており、中河

内地域において国道 170号と大阪市内を結ぶ道路は各路線とも慢性的な渋滞を呈してい

る。このため、東西方向のネットワーク強化が急務となっている。当該路線の整備により、

交通分散による周辺東西道路等の渋滞解消に寄与すると考えられる。 

 

【府の対応】 

・事業継続 

 

 【最終評価時点 H12】 【完了時点 H19】 【分析】 

事業費 
約 94億円 約 150億円 大型物件買収のための用地・補

償費の増 

①事業期間 

②採択年度 

③着工年度 

④完成年度  

①１８年 

②平成 ３年 

③平成 ２年 

④平成 19年 

①１８年 

②平成 ３年 

③平成 ２年 

④平成 19年 

予定通り完成 

定量的効果 

（費用便益分析等） 

【評価項目】 

・走行時間短縮便益 

・走行費用減少便益 

・交通事故減少便益 

【分析結果】 

・B/C=3.28 

B=約 288億円  

C=約 88億円 

 

【算出方法】 

街路事業における費用便益

分析マニュアル（案）（建設

省都市局街路課作成）によ

り算出 

 

【受益者】 

道路利用者、府民など 

【評価項目】 

・走行時間短縮便益 

・走行費用減少便益 

・交通事故減少便益 

【分析結果】 

・B/C=3.52 

B=約 288億円  

C=約 82億円 

 

【算出方法】 

街路事業における費用便益

分析マニュアル（案）（建設

省都市局街路課作成）によ 

り算出 

 

 

【受益者】 

同左 

概ね変更なし 

定性的効果 

【効果項目】 

・道路幅員が 12ｍ以上のた

め延焼防止効果が期待で

きる。 

・恩智川によって分断され

る加納地区と元町地区が

結ばれ、両地区の交流、

連携が図れる。 

 

【受益者】 

地域住民、道路利用者 

【効果項目】 

・同左 

 

 

・同左 

 

 

 

 

 

【受益者】 

同左 

・所期の目的を達している。 

その他特記事項 
なし 

評価結果 

平成１９年度に供用しており、本路線の南側に位置する府道石切大阪線及び国道３０８号

は混雑度が改善していることから、東西の交通渋滞の緩和に寄与している。 

 

今後の同種事業に対

する改善措置等 

なし 
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